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20歳になる若者で考える 1995 8726万人
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3 2006 【現状】

4 2007 年金　58.9兆円

5 2008 介護　13.1兆円

6 2009 医療　40.8兆円

7 2010 子育て　9.7兆円

8 2011 【仮説/経済量産出にあたり】 計　131.1兆円

9 2012 日本平均所得　約440万円 ※財源　保険料74.1兆円

10 2013 　　　女性は300万円程度 ※他　税金借金資産収入など

11 2014 労働力人口は生産年齢人口の約8割程度

12 2015 失業率は2.5％程度

13 2016 ※計算式の平均年収最低ライン

14 2017 一人220万円で仮説 ・1995年より現在は

15 2018 　1000万人減

16 2019 ・経済量

17 2020 　22兆円減

18 2021 　年収:一人

年後 19 2022 　220万円計算

0 20 2023 7600万人

1 21 2024

2 22 2025

3 23 2026

4 24 2027

5 25 2028

6 26 子供（未来） 2029 7000万人

7 27 0 2030

8 28 1 2031

9 29 2 2032 ・現在より

10 30 3 2033 　600万人減

11 31 4 2034 ・経済量

12 32 5 2035 　13兆円減

13 33 6 2036 　年収:一人

14 34 7 2037 　220万円計算

15 35 8 2038

16 36 9 2039

17 37 10 2040 6000万人

18 38 11 2041

19 39 12 2042 ・現在より

20 40 13 2043 　1500万人減

21 41 14 2044 ・経済量

22 42 15 2045 　33兆円減

23 43 16 2046 　年収:一人

24 44 17 2047 　220万円計算

25 45 18 2048

26 46 19 2049 ・現在より

27 47 20 2050 　2000万人減

28 48 21 2051 ・経済量

29 49 22 2052 　44兆円減

30 50 23 2053 　年収:一人

31 51 24 2054 　220万円計算

32 52 25 2055

33 53 26 孫（未来） 2056 5000万人

34 54 27 0 2057 一人

35 55 28 1 2058 ・現在より 収入145万増or

36 56 29 2 2059 　3000万人減 株資産4800万分

37 57 30 3 2060 ・経済量 ※利回り3％

38 58 31 4 2061 　66兆円減

39 59 32 5 2062 　年収:一人

40 60 33 6 2063 　220万円計算

41 61 34 7 2064

42 62 35 8 2065 4529万人
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